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金剛砂は、石版石を用いたリトグラフ制作において、石
の表面（版面）を研磨する際に使用するガーネット（ザ
クロ石）を粒状にした研磨材です。
金剛砂であるガーネットは、ケイ酸塩と呼ばれるマグネ
シウムや鉄、マンガン、カルシウムなどを含む化合物で
構成された薄い茶褐色の天然鉱物です。大粒なものは宝
石、飾石として用いられますが、硬度が高く鉱物の中で
は比較的安価であることから、そのほとんどは研磨材と
して用いられ、紙やすりの研磨剤やコンプレッサーでガ
ラスに吹き付けて図柄を印刻するサンドブラストの研磨
剤として使用されています。金剛砂の粒子の大きさ（粒
度）は規格によって決められています。粒度は、一般的
に数字の前に # をつけて表記され、この番数が低いほ
ど粒子が粗く大きく、番数が高いほど粒子が細かく小さ
くなります。
版画おいて金剛砂は、石版石の研磨の際に用いられます。
リトグラフで版材に石版石を使用する場合には、まず石
版石の表面を研磨する必要があります。研磨は、使用す
る石版石の表面に研磨剤として金剛砂を振りかけ、もう
一枚の石版石か研磨用の金盤を重ね合わせ、適量の水を
与えて擦るようにして研磨します。金剛砂は、粒子の粗
いものから使用し、次第に粒子の細かいものに変えてい
きます。
石版石は、研磨によって仕上がる版面の調子が変わりま
す。金剛砂で研磨した後、磨石で版面の砂目が消えるよ
うに細かく平滑に磨き上げたものを「磨き石版」と呼び
ます。この「磨き石版」は主に転写やペンでの描画に向
いています。反対に、磨石で表面を磨き上げた後、ごく
少量の水か、もしくは水を使わずに金剛砂で研磨し砂目
を立てたものを「砂目石版」と呼びます。番数の高い金
剛砂で仕上げた場合、表面の砂目は細かくなり、クレヨ
ンで繊細に描画するのに適しています。また、番数の低
い金剛砂で表面を粗い砂目に仕上げた場合、インクを厚
く盛って印刷することができます。
最近では、金剛砂の代わりとして人造研削材であるカー
ボランダム（炭化珪素）を用いることが多くなっていま
す。カーボランダムは、黒色で金剛砂よりも硬度が高い

金剛砂

概要

こんごうしゃ
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金剛砂 80番
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金剛砂

石版石を研磨する（砂目立て 120 番の場合）

手順 1.　水洗いした石版石に金剛砂またはカーボランダムの 80

番を均一に振りかけます。
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手順 2.　小さめの石版石か金盤を、回すように動かして研磨を行

います。このとき砂が版全面に行き渡るように注意します。

手順 4.　研磨できたら水で洗い流し、縦横対角線方向に定規を当

てて紙を挟み、版面が水平に研げているかどうかを確認します。

手順 5.　水平が確認できたら、120 番を振りかけ 80番と同様に

2回研磨します。

のと切れ味が良いのが特徴です。
金剛砂は、版画画材専門店や工業製品の資材店などで購
入することが可能です。

手順 3.　研磨によって次第に版面が白くなってきたら水で洗い流

します。この作業を 2～ 3回繰り返します。

手順 6.　120 番で研ぎ終えたら同様に 150番で 2回研磨します。
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手順 7.　150 番での研磨が終わったら水で洗い流し、版面を平滑

にするために磨石で表面を磨いていきます。

手順 10.　砂目を立てるときには金盤を使い押しつけるように小

刻みに回転させながら動かします。この作業を2回程度行います。

手順 11.　砂目を立てることができたら、平ヤスリで 30度程度の

傾斜がつくように角を丸く削ります（角落とし）。

手順 8.　磨石は、石版石の表面を四方向にムラのないように磨い

ていきます。

手順９.　磨石で磨けたら、石版石に 120 番の砂を振りかけて砂

目を立てていきます。

手順 12.　角を削ることができたら、削った角を磨石でなめらか

にしていきます。この作業が終わったら水洗いをして乾かします。


